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住民との交流会

資源ゴミの集団回収・分別

登校時の児童への声かけ

住民との交流会

資源ゴミの集団回収

夏休みラジオ体操

見守りたいのメンバー

④
住
民
と
の
交
流
会
、
⑤
資
源
ゴ
ミ
（
紙
類
、
缶
類
）
の
集
団

回
収
・
毎
月
２
回
（
市
の
資
源
集
団
回
収
事
業
実
施
団
体
に
登

録
）
と
ゴ
ミ
収
集
箱
の
清
掃
、
⑥
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
（
市
の

防
災
訓
練
等
で
の
炊
き
出
し
、
献
血
推
進
活
動
、
募
金
活
動

等
）
、
⑦
吾
郷
農
地
環
境
保
全
会
の
花
植
え
活
動
な
ど
で
す
。

現
在
会
員
11
名
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
記
：
代
表
渡
辺
清
隆

　

「
吾
郷
見
守
り
た
い
」
は
、
吾
郷
町
内
の
社
会
奉
仕
等
を
と

お
し
て
、
住
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
明
る
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
平
成
25
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
会
等

の
組
織
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
以
下
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
①
朝
の
登
校
時
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛
け
、
②
町

内
の
見
回
り
と
道
端
の
ゴ
ミ
拾
い
、
③
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
、

「
吾
郷
見
守
り
た
い
」
の
活
動
に
つ
い
て
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中
医
学
で
は
食
べ
物
が
持
つ
五
性

（
熱
・
温
・
平
・
涼
・
寒
）
と
五
味

（
酸
・
苦
・
甘
・
辛
・
鹹
し
お
か
ら
い）
か
ら
食
事

を
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
を
考
え
る
と
、
寒
く

な
っ
て
く
る
の
で
「
温
性
」
の
も
の
を
。

ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
、
呼
吸
器
系
に
症

状
が
出
や
す
い
季
節
な
の
で
呼
吸
器
系
が

喜
ぶ
「
辛
味
」
の
あ
る
も
の
を
食
す
る
よ

う
に
す
る
と
良
い
の
で
す
。

　

食
材
で
例
を
挙
げ
る
と
ニ
ン
ニ
ク
、
生

姜
、
ネ
ギ
、
唐
辛
子
な
ど
。

　

肉
は
温
め
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
牛
肉

が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

薬
食
同
源
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
食
事
は
薬
と
同
じ
く
ら
い
重
要
で
、

食
事
を
誤
れ
ば
病
気
に
な
る
し
、
食
事
が

正
し
け
れ
ば
病
気
は
予
防
で
き
た
り
、
治

す
こ
と
も
出
来
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

体
質
や
季
節
に
よ
っ
て
摂
っ
た
ほ
う
が

良
い
食
材
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
気

に
な
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

　

ま
た
、
何
で
も
「
体
に
良
い
か
ら
」
と

摂
り
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
で
す
。

「
過
ぎ
た
る
は
猶な
お

及
ば
ざ
る
が
如
し
」

　
　

ほ
な
み
薬
局
薬
剤
師　

川
上
一
止
郎

最
高
の
良
薬
は

　

毎
日
の
食
事
！

　

奥
州
街
道　

㈱
タ
ナ
カ
設
備
か
ら
一
本
木
川

と
西
側
は
防
風
林
ま
で
。
穂
並
町
十
一
〜

十
五
、
西
六
番
町
全
域
、
西
十
六
番
町
１
〜
18

の
範
囲
で
す
。

　

昭
和
47
年
南
小
稲
町
内
会
発
足
、
昭
和
55
年

秋
祭
り
山
車
製
作
、
平
成
９
年
８
月
集
会
所
落

成
、
住
宅
が
95
％
を
占
め
、
現
在
約
600
世
帯
１

区
〜
７
区
50
班
、
寿
会
・
青
年
部
・
婦
人
部
と

子
供
会
（
休
止
）
が
活
動
。
会
長
を
含
め
28
名

の
役
員
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
の
欠
員
や
各
部
会
員
の
減
少
な
ど
、
町

内
会
に
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
世
帯
数
は
微
増

傾
向
で
期
待
が
持
て
ま
す
。

　

四
月
に
寿
会
・
婦
人
部
で
手
作
り
マ
ス
ク
を

製
作
し
、
民
生
委
員
を
通
じ
て
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
運
動
広
場
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
の
間
の
緑
地
）
に
子
供
の
遊
具

設
置
を
市
に
要
望
。

南
小
稲
町
内
会
の
現
状
に
つ
い
て

秋祭りの賄い「班長・婦人部・寿会員」

子供の遊具設置要望場所 資源回収　「班長・役員」

文
化
広
報
部
会
長
と
し
て

文
化
広
報
部
会
長
と
し
て

一
言
一
言
――

部
会
長　

斗
澤　

善
勝

　

４
月
、
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

約
３
，
０
０
０
世
帯
（
６
，
９
０
０
名
）

広
報
部
会
員
30
名
の
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
。

　

お
陰
様
で
２
回
の
「
み
な
み
」
を
発
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
為
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

と
な
り
、
写
真
主
体
の
「
み
な
み
」
の
紙

面
づ
く
り
に
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
生
の
交
流
」
が
出

来
な
い
今
日
、
広
報
紙
「
み
な
み
」
の
果

す
役
割
は
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流

の
情
報
提
供
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
２
ヶ
月
に
１
度
の
発
刊
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
方
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
ー

す
。

　

子
供
達
の
社
会
性
や
遊
具
の
困
難
性
・
危

険
性
及
び
達
成
感
な
ど
、
感
性
を
醸
成
す
る

重
要
な
場
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

南
小
稲
町
内
会
長　

大
西
良
雄


